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知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[第４次産業革命（Industry 4.0）] 

 

最近、歴史に残りそうな言葉を、頻繁に聞くようになりました。「第 4 次産業革命（Industry 4.0）」と

いうものです。少なくとも、言葉の響きには大きなインパクトがあります。 

第 4次産業革命とは、ドイツ政府が産官学の総力を結集し、モノづくりの高度化を目指す戦略的プロジ

ェクトとして始めました。先陣を切ったのがドイツですが、インドと米国が後を追うように進めています。

残念ながら、日本では本格的な着手まで至ってないようです。 

 

ところで、第４次産業革命と呼ぶからには、第１次から第３次まであるはずです。先ずは、それを振り

返ってみましょう。 

（１）第１次産業革命（18世紀後半）－機械化：水力や蒸気機関などによる工場の機械化 

（２）第２次産業革命（19世紀後半）－電力活用：電力の活用による大量生産の開始 

（３）第３次産業革命（20世紀後半）－自動化：「プログラマブル・ロジック・コントローラ（PLC）」（工

場で自動制御に使われる装置）と IT技術を組み合わせた生産工程の自動化 
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 それでは、第４次産業革命のコンセプトです。それ

は、「進化した工場」、ドイツの検討グループの言葉に

よれば、「スマート工場（Smart Factory）」の実現と

のことです。 

次に、その構想を見てみましょう。（右に示します。） 

モノやサービスのインターネットである IoT

（ Internet of Things）、及び IoS（ Internet of 

Services）の中核として、スマート工場が位置付けら

れています。そして、ここで、キーとなる技術は、ネ

ットワーク機能が強化された IT（情報技術）です。第

３次産業革命でも、ITが活用されましたが、その対象

は生産工程の自動化でした。第４次産業革命では、この範囲が大幅に拡大します。 

スマート工場から展開される応用として考えられるものには、ネットワークに接続された機器同士が自

律的に協調動作する「M2M（Machine to Machine）」や、ネットワークを介して得られるビッグデータの

活用、生産系以外の開発／販売／ERP（Enterprise Resource Management）／PLM（Product Lifecycle 

Management）／SCM（Supply Chain Management）といった業務システムとの連携などがあります。 

  

 スマート工場化が進むことによって、他にも期待できることがあります。 

 一つは、エネルギー問題です。例えば、工場の操業度に応じて、エネルギーの供給をリアルタイムで調

整できるようになれば、トータルのエネルギー消費量を大幅に減らすことができます。 

 もう一つは、働く人々への柔軟性です。例えば、ITの活用によって機械・設備を遠隔地から操作できる

ようになれば、安全、快適な場所で作業をすることができます。場合によっては、通勤自体が不要となり

ます。働く人々にとっては、自由度、快適性が高まります。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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